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南極地域観測20周年記念式典及び
国立極地研究所研究棟落成式開かる
昭和52年1月29日,南極地域観測20周年記念式典及び
国立極地研究所研究棟落成式並びに関連する行事が国立
極地研究所において行われた.
まず午前11時か ら南極地域観測20周年記念式典が南極
地域観測統合推進本部の主催で挙行された.昭和52年1
月29日という日は,永 田隊長に率いられた第1次 観測隊
が昭和基地を南極地域のオングル島に開設 し,以後の我
が国の南極観測の拠点として以来20年目に当たる日であ
る.式典は,南 極地域観測統合推進本部長である海部俊
樹文部大臣の式辞で始められた,海 部文部大臣は式辞の
中で,南極観測に従事 してきた隊員をは じめ,輸 送業務
その他いろいろの面から南極観測を支え,協力 してきた
関係者の努力を讃えた後,南極の鉱物資源やオキア ミ等
の海洋生物資源に対する最近の世界的な関心の高まりに
ふれ.学術振興の立場に加えて外交,資 源政策等幅広い
観点か ら南極政策を確立 していく必要性があ る と述 べ
た.
式辞に引き続き,南極観測の開始時から,南極本部の
副本部長又は委員,日 本学術会議南極特別委員会委員長
等の立場で南極観測の推進に絶大な努力をされた茅誠司
日本学術振興会長,南 極観測の輸送業務を担当 している
防衛庁の長官の代理 としての浜田幸一防衛政務次官,元
南極本部長(文部大臣),前 防衛庁長官及び南極議員ク
ラブ会長として南極観測の推進に大きな役割を果たして
こられた坂田道太衆議院議員並びに南極観測の定常観測
担当機関を代表 して気象庁の有住直介長官から祝辞が述
べられた.
次に,隊員として何回も南極に赴き,南極観測に対 し
とくに顕著な功労があった次の18氏に対し,海部文部大
臣(南極本部長)か ら表彰状及び銀盃が贈呈された.ま
た,南極に多数の隊員 を派遣 し,その功績がとくに顕著
なの会社等に対 し,同 じく海部文部大臣から感謝状 と記
念品の楯が贈呈された,
氏 名 年令i .現 所 属 疹 加隊次
ミ荒金 兼三認 酬 ・松 製 作 所:擢,次 越冬
._.
石渡 真平147
1.　 一!大瀬
一
..㌘ §
.7
4.5次 夏
10次越 冬
正美52 郵政省電波研究鴫
...-
2.3.7次夏
8.12次越 冬:
川口 貞男;47国 立 極 地 研 究 所ii
楠
.　--一 一　
|
宏1・・1〃1
鷲 饒蠕駿警
11次夏
_&13次 越 奎
8.14次夏
10,18次越 冬
一1
「。 譲 霰1..一.一　 -1
1・23次 夏!
.
鳥居 馳 ・8ト葉 工 業 大 学ほ・
.永田 .
一.一 一..一..一_一 一
武「63国立 極 地 研 究 所
螂 暢一刈 跡 電甑 総 社7次夏.5.9次 越冬;一 `
醐 栄三郎]74
　一 `
1次越冬1
.
平沢 威男42国 立 極 地 研 究 所111・
星合
1.一
松 田
孝男.46
達卵52:
〃
〃
フ 次 夏
:&IL16次越 冬
亙次 夏...一 一
.5.7.11次越 冬
17次夏
|&」4迭重盗_!
.武藤 晃65
村越
i3.7次 越 冬
望15・国 立 醐 研 究 ・rlg:IP・,,次蟹:
ミ枷 麟58一 〃
1.2.7.15次夏
3.5.9次 越 冬[
吉田 栄夫461
〃 医:耀三]
(50音順)
纏 国立極 地研 究所 発行 ■ 〒1了3東京 都板橋 区加賀1-9-10・aS(03)962-4711(代表)
昭和52年2月eo日発行 隔月1回20日発行
1
極 地 研 二
また,南 極地域観測20周年記念式典に引き続き,ほ と
んど同 じ出席者のもとで,国 立極地研究所研究棟落成式
が国立極地研究所の主催で挙行された.こ の研究棟は,
昭和48年9月の国立極地研究所の発足に伴って作 られた
施設整備計画に基づ くもので,こ の研究棟のほかに管理
資料棟(仮 称)が 計画されている.管理資料棟が竣工す
るまでは,す ぺての機能が研究棟に集中される.今 まで
は,建物が古 くて狭かったために研究活動には何かと支
障があ り,観測隊の出発前の準備作業にも不便が多かっ
たし,また,観測隊が南極から持ち帰った資料 も当研究
所に集中的に保管することができず,全 国の大学等に散
在させざるをえなかったが,研究棟の竣工で事態は大 き
く改善されることになった.
客員教官や共同研究員も,これまでは狭い部屋 しか与
えられず,研 究活動の場としてはきわめて不十分なもの
であったが,こ れからはかなり研究活動が行いやす くな
り,共同利用研究所としての機能がよりよく果たされる
ことになった.
落成式は,永 田所長の式辞で始められ,続 いて文部省
管理局教育施設部工営課の豊島勉課長補佐から工事報告
が行われた.次 に,研 究棟を建設 した会社,そ の内部設
備を設置 した会社,及 び研究棟の竣工と相前後 して導入
ユ ー ス
された電子計算機関係の会社に対 して永田所長から感謝
状が贈呈された.
また,こ の機会を借 りて,南 極観測に対 して多大の貢
献があった会社等に対 して南極観測の実施機関である国
立極地研究所としての感謝状が贈呈された.
落成式に引き続いて祝賀会が開かたれ.祝 賀会は国会
議員をはじめ,政府関係者,元 隊員,極 地関係諸委員会
委員など約500人が出席する盛況であった.
この日は,研究棟の一角に,南 極観測20年の歩みを示
す写真や南極の鉱物試料や生物試料等の諸資料が展示さ
れた.ま た,南極の映画も上映された.こ のほか,新 し
く導入 された電子計算機の披露も行われた.
なお,1月31日には,研究所周辺の住民に対して研究
所を公開し,南極の写真や諸資料を見る機会を与えると
ともに,南極の映画も上映 した.こ の日は,一 般の住民
のほか,近 くの小,中 学校の生徒が先生に引率されて多
数来所 した.生徒達は,写 真や鉱物,生 物等の資料を興
味深げに見ていた.と くに,南 極のやまと山脈付近で 日
本の観測隊が発見 した 「やまと限石」に生徒達は大きな
関心を寄せていた.
なお,昭和52年は南極観測20周年とい うことで,全国各
地で南極に関する展示,映画,講演の会が計画されている
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南極観測隊便り
一 第17次越 冬隊 ・第18次観 測隊の近況一
今年の夏は全般的に気温が高く毎 日日中はプラスの気
温が続き基地周辺の積雪が目に見えて融け始め,12月下
旬には,基地内の大部分は地肌が露出し,トラックは砂ぼ
こりを舞いあげて走 り廻っている.海洋の表面も急にゆ
るみ一面パ ドルとなり海水上の通行は不能となった.こ
のような中で観測,設営 とも順調に進み,12日置は大型
バルーンを放球し12時間の観測を行い,他 にラングホプ
デにおける地磁気観測を最後に,計 画したすべての沿岸
旅行をも成功裡に完了した.ま た,10日には突然 ソ連隊
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の双発機が燃料不足で昭和基地の近 くに不時着 し,これ
を救援に来たMI-8ヘ リコプターで第21次南極観測隊
長バルデイ ト博士以下9名 が昭和基地を訪問 し,日ソ親
善交換に役立った.12月30日16時(現地時間)昭和基地
の北東約180㎞の流氷帯を航行中の"ふ じ"か らの第1
便が第18次楠隊長と蔵本艦長を乗せて昭和基地に到着.
出むかえた第17次芳野越冬隊長と固い握手を交 した.こ
の日の昭和基地は快晴,無 風の暖かい日であった.真黒
に日焼けした第17次越冬隊員は1年 ぷりに家族からの便
りや生鮮食料などに大喜びであった,例年よりも早い第
1便に昭和基地の越冬隊員にはあわただ しい年末年始で
あった.一般的に昭和51年は寒い冬暖かい夏,そ れにブ
リザー ドも少なくいろいろの気象観測記録を更新したの
が特徴的であった.
第18次隊の楠隊長他全員元気である.1月5日 より本
格的な空輸作業に入 り1月末には昭和基地での建設作業
も終 り沿岸調査,ロ ケット打ち上げ準備等に忙 しく夏の
オペレーションも順調にすすんでいる.
第18次隊 ロケット班は,2月10日3時22分50秒(現地
時間)に波動,粒 子の相互作用の解明を日的としたロケ
ットS-310JA2号機の打ち上げに成功 した.
天候は快晴,気 温一5.3℃東北東の風7.5mtsecで,
最高到達高度212㎞に達 し,搭載計器も正常に働き興味
あるデータが収得された.
ノル ウ ェー にお けるオ ー ロラ観 測
一共役点予備観測一
現在,国 際的な規模で,地 球磁気圏観測(lntemation-
al　Magnetospheric　StudyIMS,　1976-79)が実施さ
nつつある.このIMS計 画は地球をとりまく大気圏外
の諸現象を理解 し,我々がおかれている地球環境を的確
に把握することにより,自然科学の進展に寄与 しようと
する国際共同観測である.そ の特色は,各 種の飛 翔 体
(科学衛星,ロ ケット,大気球)と地球上の観測網とが相
補って総合的に観測を行 うことにあり,なかでも,'極地
方におけるオーロラ現象は磁気圏内の状態を最も直接的
にあらわす現象として,そ の研究はIMS計 画の中心課
題の一つとなっている.
我が国の南極観測でも,昭和基地がオーロラ帯の直下
に位置するという好条件をいかして,ロ ケット,大気球
・人工衛星データ受信,ま た,地上観測網などの手段を
用いてオーロラ現象の観測に務めている。昭和基地のも
う一つの特色としては,ア イスランドの レイキャビック
と磁気共役点(地 球の磁力線によって結ばれている南北
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両半球の地点)に なっていることである.太陽から飛来
してオーロラを光らせるもととなる荷電粒子群(オ ーロ
ラ粒子)は 地球磁力線に沿って南北半球に降 り込み,オ
ーロラ現象とともに自然電磁波動や地磁気変動などを起
す.従 って,レ イキャビックで地上観測を行い,こ れを
昭和基地での同種の観測と比較 し,オーロラ粒子や自然
電波の性質を調べることは磁気圏内の状態に関する得が
たい情報を知る手段となる.この観点から計画されたの
が共役点観測で,本観測は昭和52年6月～9月 にかけて
フランスと共同して行われることになってお り,この期
間,欧州宇宙研究機構(ESRO)にょる科学衛星GEOS
が共役磁力線上に静止 して観測に協力する予定である.
この本観測に備 え,日本及びフランスの共同観測の実を
あげるべ く,その準備 と実施方法の具体案の検討のため
に行われたのが今回のノルウェーにおけるオーロラ観測
であった.
昨年11月初め,東 京をたちパリに向 う.パ リにて,今
回の観測のフランス側の責任者であるR.　Gendrin博士
と女性科学者　Perrant　を地球及び惑星間物理学研究セ
ンターに訪ね観測実施方法の具体案についての打ち合せ
と,研究室のさまざまなデータ解析システムを見学する.
また,日本側のシステムも紹介 し,観測終了後のデータ
解析方法 とその日仏分担について話し合った.2日 後,
パ リをたち,ノ ルウェー ・トロムゼに向う.ト ロムゼ大
学で,我 々の受け入れ側責任者　Harang博士と観測点
の地理的条件,観 測機器の設置方法について打ち合せた
後,ト ロムゼ市郊外,ス キボトムにある トロムゼ大学 ・
オーロラ観測所に着いた.こ の地は北欧特有のフィヨル
ド湾に面 した風光明媚な土地で,人 口100人程度の小さ
な村であったが,そ こはオーロラ研究では古い伝統を有
する トロムゼ大学の観測所だけあって,オ ーロラ帯の真
下に位置 し,オーロラの観測には絶好の場所である.夜
の長い時期になり,午後の4時頃には現われだすオーロ
ラにおわれるように,別送されていた観測機器の開梱,
設置,調 整にとりかか り,11月20日全ての準備 を完了さ
せ,21日から観測を開始 した.南極昭和基地では,見飽
きるほどな じんでいたオーロラ現象ではあるが,同行の
佐藤夏雄君ともども,北半球のオーロラを観測するのは
初めての経験でもあり,全 く新 しい気分で観測に打ち込
むことができた.
日仏共同観測といっても,観測がは じまれば,お互い
に張 り合 う気持は抑えることはできず,そ こは,相手の
観測や機器の状況は気になる.興味ある現象をとらえた
時には,相 手の様子は如何にと相互訪問がいくたびか行
われた.しか し,フランス側のコンパクトにまとめられ
た総合観測 システムには我々としても多 くの学ぶべきと
ころがあ り,また,フ ランス側は我々が持参 したオ一口
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ラ撮影用テ レビ装置や子午線掃天光電測光器などの優秀
さには目を見張っていたようである.観測期間もなかば
を過ぎるようにもなるとお互いのよさを認め合 うように
な り,楽しい,協 調的な雰囲気で観測を進めることがで
きるようになった,
今回の予備観測で得られた成果の第一はなんといって
も,日仏共同観測が特に問題なくスムーズに運び,こ の
経験をいかせば,ア イスランドにおける本観測も支障な
く実施できる確信を得たことであったが.そのほかにも
学術的な成果として,北半球オーロラ帯における降下エ
レクトロン及びプロトンにより発光するオーロラ相互の
時間,空間変化に関するデータ,自然電波の発生源の方
位の判定,ま た,オ ーロラの短周期光度変動に関 しての
データなど興味あるい くつかの事実を得ることができた
のは幸いであった.
観測は,12月20日,約30日間をもって終了,こ の間,
快晴11日,晴5日に恵まれ,延 べ150時間のオーロラ観
測データを取得 し,帰途についた.帰国途次.パ リにて
フランス側と今回の観測に関する問題点の整理 と今後の
スケジュールの打ち合せを行った.今後のスケジュール
は次のとおりである.
人工衛星GEOSは 本年月アメリカで打ち上げられ,
種々のテストの後,6月 ～9月 にけかて,昭和基地一ア
イスランドの磁気子午線上に静止する予定.従 って,7
ランス側は6月 ～9月 置かけての約100日間アイスラン
ドで観測を実施するが,日 本側はオーロラ観測が中心の
ため,前半の夜の短い期間をさけて7月 中旬一9月 中旬
にかけての2か月間共同で観測する.
jE[一...・.ua.._、._、..、........
日本側の観測キャビン
(平沢威男 国立極地研究所
地球物理学研究部門助教授)
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外国基地訪問記
一 マ ク マー ド,ア ム ンゼ ンス コ ッ ト及 び
ス コ ッ ト基 地 一
永 田 武
米国の国立科学財団(NSF)の 好意で,マ クマー ド
基地と極点にあるアムンゼン ・スコット基地,そ れにニ
ュージーランドのスコット基地を約10日間訪れることに
なった,と にか く,昭和基地以外の南極基地を訪問する
のは私にとって初めてのことなのでいささか 張 り切 っ
た.昨年12月2日にクライス トチャーチを出発 して,同
月10日に同地tC帰着するまで,僅か1週 間ちょっとの短
い期間の南極旅行であったが,上記の3基地はもちろん
ドライバ レー地区にあるニュージーランドのバンダ基地
をも訪れることができた.そ のいつれの基地でも,と に
かく飯を食って来たという実績を挙げて来た.
マえマード基地に12月2日夕到着 したら,早速5日 の
日曜日の夕食後,学 術講演をしろと言う.演題も米国側
の希望は南極の明石について是非御高説を承 りたいとの
こと,幸いに,先着の矢内桂三君がやまと明石関係のス
ライ ドを何枚か持っていたので,こ のスライ ドを種に し
てお茶を濁すことが出来た.聴 き手のうちに支援の軍人
の数が少 くないのもやや意外であったが,講 演後の質問
が活発なのにはいささかたじろぐ程であった,丁 度良い
機会なので,こ の講演会の折に内地か ら持参 した日本人
形を米国側に贈呈する簡単な式もやってもらった.日本
人形のあでやかさの方が私の学術講演よりは,は るかに
歓迎されたのではないかと思っている.
12月3日には,マ クマー ドから極点基地までの日帰 り
旅行をした.御存知二C130運eeでは,日本の鳥居,神 沼
両君やニュージーランドの科学技術大臣一行 と同席 とい
うことになった,極点基地の主任コックが中国系米人で
あった故か,日本人の口に合 う魚フライに醤油 というご
馳走にあずかってこ気嫌になった.南極人の一人として
は,や はり南極点に立ち得た時の感慨が最高の想い出と
して残るであろう.海岸にあるマクマードから短時間の
うちに海抜の高い極点基地に来たので,さ すがの私もア
ルコールは御辞退 して しまった.
翌4日 には ドライバレー地区での隅石探 しの偵察旅行
と,この地区の名所見物更に帰路にはスコット基地の訪
問とい う少々きつい日程であったが,まつ無事にこなす
ことができた,ス コット基地は海岸にあるので,こ こで
は遠慮なく夕食後のウイスキーを十分いただいた.6日
にロス島の名所見物 をさせてもらったほか,7日 置は再
度スコット基地を訪問 して,内部施設などをゆっくり見
せてもらった.私の初めての南極外国基地の訪問はこの
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ように楽 しいことばか りであったが,そ れにも増 して,
私の公務の一つであった,ド ライバ レー地区での日米共
同明石探 しプログラムが大成功の裡に初年度計画を完了
したのは望外の感激であった.
16了6～77マクマ ー ドサ ウン ド
地 域 の国 際共 同観測報 告
今季のマクマー ドサウン ド地域には次の日本人が訪れ
た.滞在期間と目的を示す
永田 武(国 立極地研究所)12月2日～10日:視察
神沼克伊(国 立極地研究所)11月4日～12月14日:微
小地震観測,標 本採集
矢内桂三(国 立極地研究所)11月4日～1月23日:地
質調査,標本採集,限 石探査
鳥居鉄也(千 葉工業大学)
12月1日～1月5日
田中良樹(千 葉工業大学)
12月1日一1月5日
松本源喜(都 立大学大学院)
12月1日～1月23日
ドライバレー地域
湖沼の地球化学的
調査
鈴*一義93(北 海 道 大 学 低 温研)12月1日 ～20日
RISP視 察
こ の他 に ア ラ ス カ大 学 の大 竹 教 授(南極 点 で 気象 研 究)
と南 極 点 の観 測 隊 長 与 儀 博 士(カ ル フ ォル ニ ア大 学,沖
縄 出 身,重 力測 定)等 多 くの 日本 人 研 究者 が マ クマ ー ド
地 域 を 訪 れ,日 本 人 の 活 躍 が 期 待 され た シー ズ ンと言 え
よ う.
神 沼 助 教 授 と筆 者 の 両 名 は11月1日 日本 を 出発 し,11
月2日 の 夕方,八 重 桜 の 咲 くク ライ ス トチ ャー チ に到 着,
翌3日 は ニ ュー ジ ー ラン ド南 極 局 を訪 れ,挨 拶勇 々事 務
的 な打 ち合 せ を す る.こ こで,南 極 局 のMr.　Mcpherson
か ら,今 シー ズ ンの 日本 人 は す べ て ス コ ッ ト基地 住 い で
あ る こ と を知 ら され る.4日 まだ 朝 明 け や らぬ 中 を 空港
へ,2機 のC141が 待 機,当 日の 同 行者 は 与 儀 博 士 や カ
ン タベ リー大 学 の 男女 学 生 等 女 性3名 を加 えた約40名,
8時30分快 晴 の ニ ュー ジ ー ラ ン ドを 出発 マ ク マ ー ドに 向
う.午 後1時30分 曇 り空 の マ クマ ー ド ・ア イ ス フ ィー ル
ドに着 陸,ス コ ッ ト基 地 の リー ダ ー の 出迎 を受 け る.曇
り変 な れ どまば ゆ い ば か りの明 る さ で あ る.空 港 か ら見
え る 山 々で,一[1で 分 った の は エ レバ ス火 山 のみ,あ と
は 神 沼 助 教 授 の 案 内 を乞 う.デ ス カ バ リー 山,ブ ラ ック
島,ホ ワ イ ト島,オ ブサ ベ ー シ 。ン ヒル … …等,初 め て
名前 と実 物 が 一 致 す る.噴 煙 をあ げ るエ レパ ス火 山は 南
極 大 陸 が今 で も生 き てい る証拠 で あ り,雲 の 上 に突 き 出
た横断 山脈 の燦 々 に は,か つ て 南 極 大 陸 に植 物 や動 物 が
棲息 して い た こ とを 示 す化 石 が豊 富 に 残 って い るは ず で
あ る.雄 大 な こ の 自然 に圧 倒 され な が ら も,気 は は や る
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ばか りである.
前半は,毎 日スコット基地からマクマー ドの地学研究
室に通 う.初夏とlt言えll月初旬の風は冷たく,行きも
帰 りも向い風になる通勤はかなりきび しかった.地学研
究室には我 々が一番乗 りとい う形にな り,室内の整理,
日本から持参したコピーマシンのセット,水道 と暖房を
入れてくれる交渉などをする,以後帰国まで,こ こが研
究の中心となった,
微小地震観測を目的とする神沼助教授はスコット基地
地震計室に持参の地震計を設置 し,延べ3週 間の観測を
行 った.丁度,エ レバス火山が:連日噴煙を上 げつ、.づけ
ていたので,噴火 と地震の関係を知る絶好の機会であっ
た,
一方,地 質担当の筆者は神沼助教授のサポートを得て
マクマード地域の地質を広 く見る目的で,キ ャスルロッ
クを手始めに,ク レーター ・ヒル,アライバルハイツ,ハ
ットポイン トを徒歩で調査する.この付近一帯は数10万
年前の火山活動の産物 と言われ ては いるが,岩 石の保
存がきわめて良 く,数年前の火山を見ているような気に
なってしまう.形の良い火山弾がバラバラと散在してい
る火口付近,日本などではとても想像できないことであ
る,また,マ クマー ド基地周辺,特 にヘ リポー トにはマ
ントル起源の包有物がゴロゴロしてお り,この方面の専
門家が見たら飛び上って喜ぶであろう,私も10種類程の
包有物を採集する.
11月17日に初めてヘ リに乗 り,バーンズ岬に飛ぶ,こ
の地域はケニアイ ト(アフ リカのケニアで初めて見つか
った火山岩)ば か り,長石の結晶が大半を占める灰色の
火山岩で日本には産しない.私 もこの岩石に初めてお目
にかかったので,これが 「ケニアイ ト」かという状態で
あった.風化 した所には長石の美結晶が集ってお り,ポ
ンポンとヤ ッケのポッケにほうり込んだ.11月23日から
4泊5日 でバンダ基地に行 く,同基地にはオース トラリ
ア人で,フ ーテンまがいのデンゴが我々の世話をしてく
れる.同基地に着 くとす ぐ,神沼助教授は地震計を設置
し,微小地震の観測を開始する.同基地に滞在の間に基
地周辺は勿論,ド ンファン池,オ デーン山やブルー峠近
くまで足を延 し,花圃着類,フ エラドレライ ト,ビーコ
ン増を直接露頭で観察 し,標本を採集 した,ゴ ンドワナ
大陸分裂の引き金となったフエラ ドレライトは日本でお
口にかかれる ドレライ トとは桁違いに大きく,島国と大
陸の違いを見せつけられる思いであった.一 方,水 平な
ビーコン層(砂 岩が主体)は 山の頂上にわずかに分布 し
てお り,1,400mも登ってやっとその露頭にたどり着 く
ことができた.一 見,単 調に見えるビーコン層もこれに
含まれる動物植物化石は過去の南極大陸を知る重要な鍵
であろう.バ ンダ基地周辺には ライト谷を横切るおびた
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だ しい岩 脈類 が分 布 してい る.し か し,岩 脈 の 調 査 は ほ
とん ど進 ん で お らず,フ エ ラ ドレライ トと の関 係 か ら今
後 明 らか に す る必 要 が あ る.
12月1日,鳥 居 教 授,田 中助 手,松 本 氏 と　RISP　(ロ
ス棚 氷 掘 削 計 画)の 鈴 木助 教 授 が到 着,ス コ ッ ト基 地 は
日本 人 で に ぎや か に な る,同 日 トム ソ ン南 極 局 長 を 始
め,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドのVIPが 多数 ス コ ッ ト基 地 に集
合 す る.鳥 居 教授 以 下2名 は連 日深 夜 に及 ぶ 調 査 準 備 の
後,12月6日 ケ ー プ ・バ ー ドを手 始 ゆ に ドライ バ レーの
バ ン ダ湖,ド ン フ ァ ン沼,ポ ニ ー湖,フ レキ シル 湖 等 を
訪 れ キ ャ ン プ しな が ら精 力 的 に湖 沼 の 地 球 化 学 的 調 査 を
続 げ た.3人 は1月3日 調 査 を終 了 し,ス コ ッ ト基 地 に
戻 った.1そ して,鳥 居 教 授,田 中 助 手 の 両 名 は1月5
日マ クマ ー ド を 離 れ た.一 方,単 独 行 の鈴 木 助 教 授 は
RISPの 掘 削地 点J-9に 飛 び,じ か に,掘 削 の 現 場 を
視 察 し,さ らに,ル ー ズ ベ ル ト島 に飛 び100mの 掘 削 を
視 察 した,こ の経 験 は今 後 の 日本 隊 の ボ ー リン グに 生 か
され るで あ ろ う.鈴 木 助 教 授 は12月20日帰 国 した.
永 田所 長 は12月2日 夕刻 マ ク マ ー ドに 到着,す こ ぶ る
元 気 で あ っ た.所 長 の 日程 は ビ ッシ リで,3日 南極 点,
4日 ドライ バ レー か ら裸 氷 帯(終 日),5日や ま と限石 講
演,夜 は パ ー テ ィー,6日 ケ ー プバ ー ド,ケ ー プ ロイ ド,
ケー プエ パ ンス と名 勝 め ぐ りの 八 一 ドス ケ ー ジ ュー ル が
続 つ い た.所 長滞 在 中,神 沼 助 教 授 は24時間 の ク ロー ズ
サ ポ ー ト,私 もで き るだ け 行 動 を と もに した.所 長 は マ
クマ ー ド滞在 中大 変 ご気 嫌 良 くす こぶ る元 気 で,マ クマ
ー ドの休 日を満 喫 さ れ た.た だ,残 念 だ った こ とは 天候
が 悪 く限 石 探 査 が十 分 で きな か った こ とで あ る.8日 に
再 トライ の準 備 を進 め たが つ い に 天候 は味 方 して くれ な
か っ た.こ れ だけ が 心 残 りの 様 子 で あ っ た,
12月8日,隅 石 探 査 の ア メ リカ側 メ ンバ ー,ピ ッツバ
ー グ大 学 のW・ 　Cassidyとシカ ゴ博 物館 のE.　Olsenの
2人 が 到 着,2人 は48才と49才の お年 で,南 極 は 初 めて
と言 うこ とで あ る.永 田所 長 と　Cassidyはタ ケ,ビ ル
と呼 ぶ 程 の 間 柄 で,話 合 い は ス ム ー ス に進 み,明 石 探 査
は 日米 共 同 で 進 め,　U.S-JAPAN　ANSME　(ANTARC.
TIC　SEARCH　FOR　METEORITES)の プ ロジ ェク ト
名 に し,収 穫物 は 折 半 す る こ とが決 め られた.
12月15日,ライ トア ッパ ー グ レー シ ャーt!こキ ャ ンプ,
明石 探 査 を開始 す る.同 日ヘ リにて 裸 氷 を偵 察,フ レ ミ
ン グ山 とボ ル ダー 山 の間 に あ る狭 い 採 氷 に強 引 に 着陸,
早速 飛 び 降 りて,双 眼 鏡 で ジ ー と裸 氷 を に らむ.一 瞬 黒
い もの が 日 に入 る.し か し,地 吹 雪 に か き消 され て しま
う.涙 を ふ い て再 トラ イ,や は りあ る.私 は ツル ツル の
青 氷 を そ れ に向 っ て 前進 途 中 で ま た 確 認 す る,確 に黒
.いも の が あ る
.し か し,そ れ が碩 石 と言 う保 障 は 全 くな
戸い.今 まで タ ビ タ ピ悩 ま され た黒 色 の ドレライ トで あ る
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か も知 れ な い,期 待 と不 安 で 近 ず く,裸 氷 上 に ポ ツ ンと
あ る のは や ま と限 石 と全 く同 じで あ る.近 づ い て 良 く見
る と ク ラス トが あ る.間 違 い な く頗 石 だ.さ らに,こ の
地 点 の風 下 に2番 目の 隅 石 ら し き もの を発 見,た だ ち に
10㎏以 上 の コ ン ドラ イ トで あ るこ とが 確 認 され た.こ う
して,ビ ク トリア ラ ン ドで 最 初 の陽 石 が発 見 さ れ た.全
くの偶 然 で あ る.運 が 良 か っ た と しか 言 い よ うが ない.
こ の青 氷 を探 査 す る予 定 な どは全 くな か っ た.た ま た ま,
大 陸 の 裸 氷 帯 は 天 気 が悪 く近 ず け なか っ たの で,ど こで
も いい か ら青 氷 と言 うこ とで こ こ に降 りたわ け で あ る.
そ の後 この 青氷 帯 に キ ャ ンプ し,く わ しい 探 査 を実施 し
た が なぜ か 陽 石 の 破 片 さえ 見 つか らなか った.明 石 探 査
は ク リー ン山,フ レ ミン グ山,デ ウ イ ッ ト山 と続 け られ
た が,裸 氷 上 に は あ ま りに も岩 石 片 が 多 く1個 の限 石 も
発 見 で きな か っ た,-15℃,激 しい 地 吹 雪 の 中 で の探 査
は 爽 に きび しか った.そ れで も,限 石 が 見 つ か れ ば 救 わ
れ る もの の,1か 月 の空 白は 痛 か った.裸 氷 に は明 石 が
あ る と言 う考 え もあ や し くな りか け だ した,
私 は 最 後 の チ ャ ンス を ア ー レ ンヌ ナ タ ー クに 賭 け た,
こ こは マ ク マー ドの北 々西230㎞,ヘ リで 飛 べ る 限 界 で
あ る.初 氷 は か な り広 か っ た.も し,こ こに な け れ ば 来
年 の 陽 石 探査 は 中止 せ ざる を得 な い.1月18日 ア ー レン
に 飛 ぶ,快 晴 で あ っ た.採 氷 は 広 く,氷 状 は や ま とに そ
っ く り,我 々は ヘ リか ら目 を凝 す.あ った/20kgは あ
りそ うな コ ン ドラ イ ト,大 部 風 化 して い る.そ して,そ
の す ぐ近 くに阻 鉄 を発 見,つ づ げ ざ まに6個 発 見 す る.20
日に再 トラ イ,合 計9個 発 見 す る.最 後 の ア ー レ ンNo.
9は400kgを越 すバ カで か い コ ン ドラ イ トで あ っ た.機
内 は明 石 で 占め られ足 の 踏 み場 もな く,限 石 に 足 を乗 せ
て帰 っ て来 た.
今 回採 集 した限 石 は 合 計11個,460kgであ る.こ れ は
や ま と限 石 の 実 に4倍 半 に 相 当す る.最 初 の約 束 どお り
半分 は極 地 研 が も ら うこ と に な った.
50才に近 い年 令,初 め て の 南極,ア イ ゼ ンを は くの に
1時 間 も かか る彼 等 で あ った.足 の 裏 を水 ぶ くれ に しな
が ら最 後 まで 良 く頑 張 って くれ た.実 に 立派 だ と思 う.
結 果 的 には む くわれ は した け れ ど,彼 等 の限 石 に対 す る
情 熱 を や ま と隅 石 にむ らが る人 達 に 見 せ て や りた い思 い
で あ っ た.
(筆者:矢 内 桂 三 国 立極 地研 究 所 助 手)
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MR.　DANIEL
　　 J.　MELOY
古 い 南 極 観 測 隊 員 に は お馴 染 の メ ロイ さん が,こ
の1月7日,メ キ シ コで 水 泳 中 急 死 さ れ た.水 泳 に
は 自信 が あ り,潜 水 に も近 頃 凝 っ て い る と聞 い てい
た あの メ ロ イ さん の 水死 と は信 じが たい こ とだ .昨
年11月半 ば の あ る 日,夜 遅 く小 生 を訪 て きて くれ た
時,正 月 の 休 み は メ キ シ コで す ご す と楽 しそ うに話
して くれ た こ とが 何 か の知 らせ の よ うな気 が して な
ら ない.
メ ロイ さん は,第3次 観 測 隊 に参 加 した最 初 の外
国 人 オ ブ ザ ー バ ーで あ る.彼 の 流暢 なn本 語 には,
ナイチ「内ツのスン聞」となまる東北出身隊員が,「 内地
　 'jljri'1
の新 聞 」 と直 され る始 末.真 水 を池 か ら石油 罐 で運
ん で い た そ の頃 の 昭 和 基 地 で は 進 ん で そ の作 業 に加
わ り,「 青 い 日の ニ コ ヨ ンで す ね」 と笑 っ て い た こ
とが今 で も 日 に浮 ぶ.
メ ロイ さ んは,オ パ リン大 学 及 び ハ ー バ ー ド大 学
を 出 て,戦 争 中は 米 海 軍 に 語 学 将校 と して参 加 した
.戦 後 外 交 官 と して,神 戸,東 京 で 副 領 卜1τ,札幌 で
は 領事 と して勤 務 し,そ して 南 極 観 測 隊 に参 加 した
こ とが彼 と 日本 との深 い絆 とな った の で あ る.1962
年 の秋 だ っ た で あ ろ うか.サ イ ゴ ンの 大 使勤 務 の お
り,ひ ょい と小 生 を訪 て くれ た こ とが あ った.休 暇
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を と って福 島 の安 達 太 良山 に登 りに きた 程 の人 で あ
る.南 極 再 開 も間 近 い頃,第7次 隊 が 昭 和基 地 に 持
ち込 も う と した小 型 ブ ル ドー ザ ーの テ ス トを兼 ね,
秋 の富 士 山 に 登 っ た こ と もあ った.1963年か らは,
ニ ュー ヨー クの 日本 協 会 の副 理 事 長 と して 日米 の 文
化 交流 に 専 心 し,そ の交 友 の広 さか らも,こ れ か ら
とい う時 に 拙 しい こ とで あ る.不 幸 は1丘な る も の
か,昨 年7月 ベ イ ル ー トで 射 殺 さ れ たF.E.メ ロ ィ
ア メ リカ大 使 は 彼 の 実 兄 で あ っ た.フ 非一 ド大 統 領
か ら渡 され た 星 条 旗 で 兄 の枢 を被 っ た そ の メ ロイ さ
ん が,半 年 を経 ず して 後 を追 っ て しま っ た のだ.二
=一 ヨー ク のGRAMORCY　 PARKに 眠 る メ ロイ
さ ん は,享 年56才.こ こに慎 ん で 哀 悼 の意 を表 した
い.
村 山 雅 美
第17次 隊 月 例 報 告
〈51年11月・12月〉
観 測 報 告
地 磁 気:プ ロ トン磁力 計 に よ る地 磁 気 調 査 が,ス カ ル
ブス ネ ス で11月2日 か ら4日 まで,ラ ン グホ プデで24日
か ら26日まで 実 施,ま た,12月3日 か ら5日 ま で ラン グ
ホ ブデ実 施 され,そ れ ぞれ 良 好 な デ ー タが 得 られ た.
バ ル ー ン:大 気 球 実 験 は12月7日 よ りスタ ンバ イ に入
り,12日14時38分に放 球 され,約12時 間 に わ た る気 球 か
らの観 測 デ ー タが 受 信 され た.
生 物:12月 に オ ン グル カ ルペ ン,ル ンバ及 び ラ ング
ホ ブデ で の ペ ンギ ン調 査 が 行 われ た.
ま た,隊 員 の血 清 免 疫,グ ロブ リン,補 体 の 定量,み
ず ほ 旅 行隊 の 出発 前後 の身 体 検 査 及 び ペ ンギ ンの糞 と魚
の 採 集 が 行 わ れ た.
その 他 の 部11'jも順 調で 観 測 は12月中 で ほ とん ど部 門 が
終 了 し,資 料 の整 理 に お わ れ てい る.
気 象 概 況:11月 は 季節 的 な変 り目 に あ り,殆 ん どの低
気 圧 が 基 地 の は る か 沖合 い を東 に 通 過 したた め,4日 に
吹 雪 を観 測 した ほ か は,全 般 に風 弱 く比 較 的 穏 や か な 天
気 が 続 い た.下 旬 に は気 温 の 上昇 が 著 る し く,30日に は
最 高 気 温 プ ラス4.4℃ を記 録,1こ れ まで の11月 の 記 録
(2.7℃)を更 新 した.
11月は 海 洋 上 か らは りだ す 高気 圧 にお お わ れ る 日が 多
くな り,一 般 に 気 圧 も上 昇 し天気 は 夏 型 に移 行 した.
前 半 は 晴 れた り曇 った りの 日が多 か っ たの に 対 し,後
半 は天 気 も安 定 し風 弱 く快 晴 の 日が 続 い た,25日 には 最
高 気温8.7℃を観 測 し,こ れ ま で の12月の記 録(8.1℃)
を更 新 した.ま た,平 均 気 温 も累 年 平 均 よ り1.6度も高
く,従 っ て 日照 時 間 も平 年 値 を95.7時間 も うわ ま わ った
全般 的 に昭 和51年は 寒 い 冬,暖 い夏,そ して ブ リザー
ドが少 く,種 々の 気 象 観 測 記 録 を更新 した の が特 徴的 で
あ っ た.
設 営 報 告
燃 料 消費 内訳 単 位'
区 分 .清鉋 翼..。一「消燕1墨.亙.
普 通 軽 油114・Me!17・…1・5,33・ ・5・,・・51
灯 油3・400 .26・915i1・500125・415,
11月8日,昭 和 基 地 を出発 したD31ARラ ジコ ン ブル
の テ ス ト旅 行 は,9日,S16を 発 ち2t積 み木 製 櫨6台
を牽 引 し,ま た条 件 の 良 い とこ ろで は 更 に居 住 カ ブ ー ス
1台 を増 結 し順 調 に 走 行 し,16日午 後 み ず ほ観 測 拠 点 に
到 着 した.往 路 は 平均 時 速3.5～4㎞,燃 費4.31/㎞,復
路 は 平 均 時 速5㎞,燃 費2.51/㎞1であ っ た.隊 員 健 康 状
態 も概 ね 良好 で その 他 順 調 に 経 過 して い る.
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昭 和 基 地 月 別 気 象 資 料(Syowa　Station　Monthly　Climatological　Data)
平 均 気 温 〔Mean　temp.)　(°C)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
.最 低 気 温(Min.　temp.)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,　s alevel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind　speed,　1〔}-min.　mean)　(m/s)
瞬間最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
11月(Nov.)
-6 .7
十4.4(11/30)
一17,2(ll/11)
994.6
2.5
68
5.8
12月(Dec.)
0.0
十8.7(12/25)
一6 .7(12/8)
1003.0
3.9
66
3.4
22.4(11/4,NE)25.2(12/10,NE)
28.1(11/4,ENE)31.6(12/10,NE)
6,4 4.2
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南極の気温
「南極 」 は た だ ち に 「寒 い」 を連 想 させ る,確 か に 南
極 は 寒 い場 所 で あ る.寒 い こ とは 分 って い た が,そ の寒
さの程 度 が解 明 さ れて きた の は,1957年の国 際 地 球 観 測
年 以 後 で あ る.
南 極 観 測 が 始 ま るま で,南 極 地 域 で観 測 さ れ た最 低 気
温 は,ス コ ッ ト隊 に よ り19U年7月 に記 録 さ れ た一60.5
℃ で あ っ た.南 極大 陸 の 内 部 で は も っ と低 温 に な るだ ろ
うと想 像 され て い た が,実 測 の例 は なか っ た.そ して,
北 半 球 の シベ リア ・ベ ル ホ ヤ ンス クの 一67.8℃が 地 球
上 で 観 測 され た 最低 気 温 で,こ の付 近 が 世 界 の 極 寒 地 と
考 え られ て い た.
1957年,アメ リカ隊 に よ り,標 高2,800mの南極 点 で
越 冬 観 測 が行 わ れ,-74.5℃の 最 低 気 温 が観 測 され た.
そ の 後,東 南極 大 陸 の中 心 地 域 に,ソ 連 隊 に よ りボ ス ト
ー ク,ソ ビエ ツカ ヤ な どの 基 地 が 建 設 さ れ,観 測 が行 わ
れ だ した.こ の地 域 は 海 抜3,000m以上 の 氷 高原 で,最
低 気 温 が次 々 に記 録 され て い った.1958年8月 の ソ ビエ
ツ カ や基 地 の 月平 均 気 温 一71.8℃は 月 平 均 値 の 最 低 気
温 の 世 界 記 録 で あ る.ま た,1960年8月24日ボ ス トー ク
基 地 で 一88.3℃の最 低 気温 を記 録,こ れ は 現 在 で も世
界 の 最 低 気 温 の極 値 で あ る.
最 高 気 温 の極 値 と年 平均 気 温 は 南極 点 基 地 が 一15℃と
一50℃.ボ ス トー ク 基 地は 一21.℃と 一56℃で あ る.南
極 大陸 の 内 陸 部で は どん なに 暖 い 時 で も,気 温 一10℃を
越 え る こ と も な く年 平 均 気 温 は 一50℃よ りも低 い.
昭 和 基 地 の よ うに 大陸 周 辺 の 基地 は,内 陸 基 地 と位 べ
る とか な り暖 い.昭 和 基 地 で 観 測 され た 最低 気温 は1961
年7月28[1の 一42,7℃,最高 気温 は1977年1月21Hの
10.㏄ で,年 平均 気温 は 一10.6℃で あ る,最 も寒 い月
は8月 で,平 均 気 温 が 一20℃前後 で あ る.逆 に 暖 い 月lt
1月 で 平 均 気温 一1℃ 前 後 で あ る.東 京 の1月 よ りは や
や寒 い が,東 北 地 方 の1月 と 同程 度 の寒 さで あ る.つ ま
り昭 和 基 地 の一 番 暖 い時 期 は北 日本 の一 番 寒 い 時 と同 じ
程度 の 気 温 で あ る.た だ南 極 は 風 が 強 い,昭 和 基 地 の 平
均風 速 は6m,風 が1m吹 くと体 感 法lt度は.1℃下 る とい
わ れ る.し た が っ て年 平 均 の 体 感 温 度 は 一17～-18℃と
な る.暖 い とい っ て も昭 和 基 地 もず い ぶ ん 寒 い 場 所 なの
で あ る.
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